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	 原子力プラントの地盤－建屋－設備機器－安全系－人間システム全体系を各分野領域横断的に取り扱い、

全体系および各部の要求性能を明確化した後、それに係るクリフエッジを各分野において特定・定量化し、

プラント挙動を俯瞰的に把握しつつ、これらを回避する技術を開発することを目的とする。	 
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１．緒言	 原子力発電所は、周辺環境、建屋や機器、それらを操作・制御する人間を含めた複雑な系であ

り、地震時の安全性を議論する際には、その全体系を包括的に、相互関連性も考慮しながら検討すること

が極めて重要である。 

２．研究計画	 地震時におけるプラント全体の要求性能を、プラント全体からプラントの個々の構成要素

(SSCM)およびプラント周辺のインフラ施設を対象に、リスク評価の観点から分類・整理する。図１に示す

ように、	 ①建屋システムのクリフ

エッジ回避技術においては、建屋系

の応答解析のモデル化とクリフエ

ッジの関係について考察し、②免震

化による検討においては、建屋免震

化の長短所を明確化し、③機器・シ

ステムのモデル化とクリフエッジ

回避技術においては、安全系システ

ム自体のクリフエッジについて、④

原子炉容器・配管部分においては、

クリフエッジの定量的評価手法の確立を目指す。⑤地震時の人間挙動のモデル化とクリフエッジ評価にお

いては、人間の挙動と心理状態に関するクリフエッジの特定を実験的に行う。最後に、上記を踏まえて、

プラント全体として多様なクリフエッジをフラジリティ曲線として表現し、プラント全体を俯瞰する。	 

３．成果の展開	 期待される成果としては以下を考えている。１）多様なクリフエッジを特定することに

より、プラントの安全性向上に貢献、２）免震化プラントの検討結果の活用、３）知識起因クリフエッジ

の特定結果の活用、４）人間挙動に関するクリフエッジの特定結果の活用 
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図１	 プロジェクト概要	 
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